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１．はじめに 

リフレクションクラックはコンポジット舗装の代表的な破損であり，そのひび割れから雨水等の浸透により劣化

が促進されることから，長期的な耐久性を確保できないことが問題となっている．このような破損を未然に防止す

るために，アスファルト混合物（以下，As 混合物）に柔軟性を付与し，表層または応力緩和層としてコンクリート

版（以下，Co 版）上に舗設することが対策の一つとして注目を集めている． 

しかし，表層 As 混合物と Co 版界面の接着が不十分な場合には，設計通りのリフレクションクラック抑制効果を

発揮できないだけでなく，舗装内の水分が気化した水蒸気の介在によってブリスタリングの発生も懸念される． 

 そこで，本検討では，タックコートの接着性がこれら 2 つの破損に及ぼす影響について検討し，タックコートの

接着性はコンポジット舗装の耐久性を確保する上で重要であることを明らかにした． 

２．使用材料と検討内容 

２-１．使用材料 

本検討では，As 混合物（表層）と Co 版（基層）を組み合わせたコ

ンポジット供試体を使用し，表層には，改質 II 型 As を使用した密粒

度 As 混合物（13）（以下，改質 II 型密粒）と特殊改質 As を使用した

柔軟性の高い砕石マスチック As 混合物（5）（以下，特殊 SMA）を選

定した．また，タックコートには表-1 に示す 3 種類のアスファルト乳

剤（以下，AsEm）を使用することとし，各 AsEm について，さらなる

接着性の改善を目的に溶剤型プライマーを併用した場合も検討した． 

２-２．検討内容と試験条件 

タックコートの接着性とリフレクションクラック抑制効果，ブリス

タリング抑制効果との関係を評価するため，AsEm の引張試験，クラ

ック貫通試験 1)，および強制ブリスタリング試験 2)を実施した．本検

討では，これらの試験から得られる，接着強度とクラック貫通時間，

およびブリスタリング隆起量の相互の関係を評価した． 

（１）アスファルト乳剤の引張試験 

AsEm の引張試験は，「タックコート層を有した円筒状供試体の引張

試験方法（JEAAT-5）」を参考に表-2 の条件で実施し，タックコートの

接着強度を測定した．本検討では，表層に特殊 SMA を使用した場合

には，その柔軟性によって応力緩和が発生し，正確な接着強度を測定

できなかったため，表-2 に示すとおり，改質 II 型密粒を使用した．ま

た，試験温度についても同様の理由により，20℃に設定した． 

（２）クラック貫通試験 

クラック貫通試験は，WT 試験機によりリフレクションクラックの

発生を模擬した試験である．本検討では，既往の研究 1)を参考に，表-

3 の条件で実施し，ひび割れが表層を貫通するまでの時間を測定した． 
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表-4 強制ブリスタリング試験条件 

 

A B C

　蒸発残留分 質量％ 50 50 50

　針入度 1/10mm 100 程度 100 程度 10 程度

　軟化点 ℃ 40 程度 40 程度 60 程度

アスファルト乳剤
項目

表-1 アスファルト乳剤の諸性状 

試験条件

　表層材 改質II型密粒(13)

　基層材 コンクリート版

　試験温度 ℃ 20

　試験速度 mm/min 60

アスファルト乳剤：0.4

プライマー：0.2
　塗布量

項目

L/m2

表-2 アスファルト乳剤の引張試験条件 

表-3 クラック貫通試験条件 

項目 Case1 Case2 Case3

　タックコート AsEm B AsEm C
AsEm C

プライマー

　試験温度 ℃

　圧縮空気 MPa

　供試体厚さ cm

　備考

表層厚2cmのため、
SMA(5)を使用

40

0.01

特殊SMA（表層）：2、Co版（基層）：5

Co板

SMA

コンプレッサー

ダイヤルゲージ

圧力計

表層：厚2.0×幅30×長30cm

基層：厚5.0×幅30×長30cm

項目 試験条件

　試験温度 ℃ 25

　走行距離 cm 23

　トラッキング速度 回/min 42

　載荷荷重 N 980

　備考

供試体上に試験輪を繰り返し
走行させ、クラックが表層を貫
通するまでの時間を測定

表層：厚3.0×幅8.0×長30cm

基層：厚5.0×幅8.0×長30cm

ゴム支床：厚5.0×幅8.0cm

（ゴム硬度30°）
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（３）強制ブリスタリング試験 

強制ブリスタリング試験は，表層の底部に圧縮空気を圧送し，最大隆

起量をダイヤルゲージで測定する試験である．本検討では，既往の研

究 2)を参考に表-4 の条件で実施した．なお，試験温度は夏期における

コンポジット舗装の Co 版温度を直接測定した結果から 40℃とし，こ

の時の飽和水蒸気圧を圧縮空気の設定圧力（0.01MPa）とした． 

３．試験結果および考察 

３-１．アスファルト乳剤の引張試験結果 

AsEm の引張試験結果を図-1 に示す．図が示すように，AsEmC の接

着強度が最も高く，この要因として，AsEmC は針入度や軟化点が示す

ように高い凝集力によって接着性が改善されたと考えられる．さらに，

プライマーを併用した場合には，すべての AsEm において接着強度が

増加することが確認された． 

３-２．クラック貫通試験結果 

接着強度とクラック貫通時間の関係を図-2 に示す．図が示すように，

クラック貫通時間は，As 混合物の種類に関係なく，接着強度の増加に

伴い増大した．このことから，リフレクションクラック抑制効果を確

保するためには，タックコートの接着強度を高めることが重要であり，

これが不十分な場合には，期待した効果が損なわれることが明らかと

なった．このように，タックコートの接着が不十分な場合に貫通時間

が減少する要因は，界面の剥がれに伴う支点間距離の拡大による曲げ

応力 σ の増加が考えられる．図-3 はクラック貫通試験における疑似ク

ラック間を支点間とした場合の最大曲げモーメント Mmax から曲げ応

力 σ を算出したものである．曲げ応力は σ=Mmax/Z で表され，断面係数

Z は一定であることから，剥がれが発生した場合には，曲げ応力 σ が

大きくなることが分かる．これより，接着不十分な場合には曲げ応力

σ が増大することによりリフレクションクラックが発生しやすい状況

にあると考えられる． 

３-３．強制ブリスタリング試験結果 

 接着強度と最大隆起量の関係を図-4 に示す．本試験では，タックコートの接着性がブリスタリングの発生に与え

る影響を把握するため，3 種類の供試体を用意し 3 段階の接着強度について検討した．図が示すように，最大隆起

量は接着強度の増加に伴い減少し，2.3MPa 以上の接着強度を示す場合に大きな抑制効果が見られた．これは，本試

験と引張試験とで試験温度に違いはあるが，AsEmB，C の軟化点がそれぞれ 40℃，60℃程度であり，AsEmC は 40℃

においても接着強度を発現したため，飽和水蒸気圧に対する高い抵抗性を示したと考えられる．これよりタックコ

ートの接着強度を高めることで，ブリスタリング抑制効果を改善できることが確認された． 

４．まとめ 

タックコートの接着性は，コンポジット舗装の耐久性を確保するうえで重要であり，さらに，柔軟性の高い特殊

SMA と組み合わせることで優れたリフレクションクラック抑制効果を示すことが明らかとなった．今後は，試験施

工を実施し，本技術を適用した場合のコンポジット舗装の長期的な供用性について確認していく予定である． 
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図-1 アスファルト乳剤の引張試験結果 

図-3 剥がれによる曲げ応力の増加 

図-4 接着強度と最大隆起量の関係 
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図-2 接着強度とクラック貫通時間の関係 
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※横軸の「P」はプライマー塗布を示す。
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